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1． は じめに 　こ れ まで知 られて い る天然 由来の ク w ロ フ ィ ル （およびバ クテ リオ ク

vm フ ィ ル ［BChl］） は すべ て 中心金属 として マ グネ シウ ム を含ん で い る。 多 くの 光

合成生物が なぜ Mg を選択 して きたの か理 由は不明で ある。 われわれは最近 こ の常識を

打ち破る新 しい 光合成色素を発見 した 。 1993〜1995年にか けて 、 好酸性好気 性従属栄

養細菌として記載されて いたAcidiphiiium　ma細菌に BChl　a 類似の光合成色素が存在す る

とい うこ とが報告された
L2 ＞

。 しか しなが らBChl　a は有機溶媒抽出 した場合770　nm に

極大吸収を示すの に対 し、 本属細菌 の色素は763・nm を示 し、 構造 的に異な るこ とが示

唆され た 。 われわれ は本属菌 種A 泌 紺 搬 の 光合成色素につ い て精査 した結黒 、 これが

亜鉛含有BChl （Zn−BChl）で ある こ と、 そ して この 色素が光合成の 初期反応 に関 わるこ と

を明 らかに しfc　S）
。

2。構造 と含有量 　最 も色素生塵量 の 高 い A ．　rubrurn 　1：つ い て 検討 した結果 、　Zn−BChl

はTLC 上 で Mg −BChl よ りもや や極牲が 低 い紫色の 色素 と して検 出 され 、
エ

ー
テル 中で

763　nm に極大吸収を有 した 。
　 ICP分析 で は等 モ ル の Znが検出された 。 菌体中で はZn −

BChl
，
　Mg −BChl

，
バ クテ リオ フ ェ オ フ ィ チ ンが 13：2：1の モ ル 比で 混在 し、 また カ ロ テノ イ

ドとして ス ピ リロ キサ ン チ ンが存在 した
。 質量分析で はZn−BChl は Mg ・BChl よ りも40

磁 ass　uni 吩 高い分子イ オ ンピ〜タを示 し、 また金属が外れた フ ェ オ フ ィ チ ンの
’H −NMR

ス ペ グ トル は両色素で 同 じで ある こ とか ら、 得 られたZ貴 ・BChl は構造上中心金属が Znで

置換 され た フ ィ トール aVBChl　a と推定 され る 。
　 Zn −BChl は Mg ・BChl よ りも耐酸性で あ

り、 酸 に よるフ ェ オフ ィ チ ン化 の遠度定数は Mg −BChtlrklO
−6倍小 さい 。

3． in　vio の 存在状態 と光 合成反応 A 励 摺 加 の 膜標品の吸収ス ペ ク トル はZnお Chiの

優 占的存在を示すよ うに通常の 紅色細菌 よりも5〜 1Sflm短波長 シ フ トした 。 膜標 品を

レーザー照酎する と780nm で 速い 吸収変化がみ られ 、 半減期4  ms で 回復 した 。 過渡吸収

ス ペ ク トル は反応 中心 の 電子供与体ス ペ シ ャル ペ ア
ー

の 酸化還元 とBCh 互モ ノ マ
ー

の 電

場 シ フ トを示 した 。 これ らの 吸収 ピー クも短波長シ フ トして お り、
Zn −BChl の 関わ りを

示唆する 。 膜分 画をLDAe で 処理する と反応 中心 一光捕集タ ンパ ク複合体（RC −LHI ）が可

溶化 され、 電気泳動で RC ，
　LHIと考え られ る色素タ ンパ クが分離された 。 こ れ らの 吸収

ピー
クも紅色細菌の Mg −BChlに対応する もの よ りも短波長 シ フ トした 。 分離 された色素

タ ンパ クか らは菌体 、 粗膜標品 とは異な り、
Mg ・BChlは得 られずZn −BChlの みが検 出さ

れ た 。 Mg −BChlは精製過程で 外れや すい こ とが示唆 される 。
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